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○2016年産の小麦の収穫量で、群馬県は２万3700トンと愛知県と並んで全国４位である（図

表－①）。本県では、冬の長い日照時間、からっ風、水はけのよい土壌などの自然条件を活かし、

古くから水田の裏作として小麦が盛んに栽培されている。

○県内市町村別の収穫量をみると、１位は前橋市の6090トン、次いで伊勢崎市が5070トン、

太田市2640トン、玉村町2420トン、高崎市2410トンの順で、県の中央部から東部にかけ

て多く作られている（図表－②）。

○県は小麦の品種改良に注力しており、平成20年に育成した「さとのそら」はその１品種であ

る。従来の品種に比べ、成熟期が早い、倒伏しにくい、病気に強いなど栽培特性に優れるため、

他県にも栽培地域が拡大している。用途は日本麺だけでなく菓子にも適しており、汎用性に

優れている。また平成10年に育成した品種「きぬの波」は日本麺に適した小麦で、弾力のあ

るもちもちした食感のうどんになる。

○小麦生産が盛んな土地柄から、群馬県では郷土食の「おっきりこみ」や「焼きまんじゅう」、

うどんでは「水沢うどん」「桐生うどん」「館林うどん」などが昔から県民に親しまれている。

最近では、高崎市の「キングオブパスタ」、太田市の「上州太田焼きそば」、伊勢崎市の「伊

勢崎もんじゃ」など、各地の特色ある「粉食文化」が地域振興のツールとして注目されている。

（担当：小此木伸一）
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図表　小麦の収穫量（2016年産）
①都道府県別 ②県内市町村別

順位 都道府県 収穫量（㌧） シェア（％） 順位 市町村 収穫量（㌧） シェア（％）

1 北 海 道 524,300 66.3 1 前 橋 市 6,090 25.7

2 福 岡 44,100 5.6 2 伊勢崎市 5,070 21.4

3 佐 賀 26,500 3.4 3 太 田 市 2,640 11.1

4 群 馬 23,700 3.0 4 玉 村 町 2,420 10.2

4 愛 知 23,700 3.0 5 高 崎 市 2,410 10.2

6 埼 玉 19,200 2.4 6 邑 楽 町 1,290 5.4

7 滋 賀 17,400 2.2 7 藤 岡 市 1,070 4.5

8 三 重 16,000 2.0 8 板 倉 町 657 2.8

9 茨 城 13,900 1.8 9 館 林 市 604 2.5

10 熊 本 13,200 1.7 10 渋 川 市 317 1.3

全 国 790,800 100.0 群 馬 県 23,700 100.0

注：個々の農業経営体の秘密を保全するため収穫量が秘匿されたものを除く。
統計資料：農林水産省「作況調査」
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